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姫
路
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

副
会
長　

長
谷
川
文
夫

　

少
子
高
齢
化
も
加
速
度

的
、
平
均
寿
命
も
ど
ん
ど
ん

上
が
っ
て
い
ま
す
。
生
涯
元

気
で
あ
り
た
い
と
願
う
の
は
皆
同
じ
で
す
。

　

昨
年
度
よ
り
教
養
文
化
部
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
登
園
時
の
教
養
講
座
や
各
種
研
修
会
の

実
施
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
特
に
研
修
会
で

は
、
各
ク
ラ
ブ
で
の
取
り
組
み
や
活
動
の
発
表
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
活
動
の
参
考
に
し
て
頂
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
が
、
内
容
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
発
表
者

の
熱
意
も
伝
わ
り
ま
す
。

　

心
身
と
も
に
健
康
で
過
ご
す
に
は
刺
激
が
必
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
刺
激
は
人
か
ら
受
け
た
り
、

自
ら
も
発
信
し
て
ゆ
く
相
互
刺
激
（
相
互
啓
発
）
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。

　
「 
艱  
難 
汝
を
玉
に
す
」（
難
し
い
こ
と
に
取
り
組
め
ば

か
ん 
な
ん

立
派
な
人
に
な
れ
る
と
い
う
意
味
）
と
い
う
故
事
が
あ

り
ま
す
。
在
職
時
に
よ
く
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。
何
か
行

動
を
起
こ
し
た
い
時
や
行
き
詰
ま
っ
た
時
な
ど
、
弱
い

心
に
刺
激
を
与
え
る
の
は
結
局
自
分
で
す
。

　

今
更
「
玉
」
に
は
程
遠
い
で
す
が
、
今
は
「
艱
難
汝

を
元
気
に
す
」
と
勝
手
に
解
釈
し
自
分
の
背
中
を
押
し

て
い
ま
す
。
自
分
に
心
地
よ
い
刺
激
を
与
え
な
が
ら
自

己
流
の
生
涯
現
役
を
実
践
し
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
性
化

に
つ
な
が
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

刺
激
で
元
気
を
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長
寿
社

と
生
涯
現
役

会

　

本
年
度
、七
十
三 
人
の
方
が
白
寿
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
米
寿
は

千
二
百
十
一
人
。

　

こ
れ
ら
の
方
々
に
、
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

高
齢
者
が
高
齢
者
を
介
護
す
る
「
老
老
介

護
」
が
広
が
る
中
、
要
介
護
者
と
、
同
居
す

る
介
護
者
の
年
齢
が
と
も
に
七
十
五
歳
以
上

の
割
合
は
、
前
回
調
査
（
二
〇
一
三
年
）
に

比
べ
て
一
・
二
ポ
イ
ン
ト
増
の
三
十
・
二
％

に
な
り
、
初
め
て
三
割
を
超
え
て
過
去
最
高

を
更
新
し
た
こ
と
が
、
厚
生
労
働
省
が
二
〇

一
六
年
に
実
施
し
た
国
民
生
活
基
礎
調
査
の

結
果
、
明
ら
か
に
な
っ
た
。
統
計
を
取
り
始

め
た
〇
一
年
に
比
べ
る
と
十
一
・
五
ポ
イ
ン
ト
増
え
て
お
り
、
介
護
者
の

高
齢
化
が
一
層
進
ん
で
深
刻
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

〈
読
売
新
聞
六
月
二
十
七
日
記
よ
り
〉

「
老
老
介
護
」
初
の
三
割
超
え（
厚
労
省
調
査
）

七
十
五
歳
以
上
、
同
居
世
帯

 
校
区　
  

お

名

前

城　

巽　

丸　

橋　

よ
し
子

城　

西　

尾　

上　

と
よ
こ

 

田　

町　

ミ
ツ
コ

 

岡　

本　

美
代
子

城　

陽　

山　

口　

常　

子

手　

柄　

中　

地　

さ
だ
子

荒　

川　

森　
　
　

み
さ
を

高　

岡　

大　

谷　

つ
や
の

 

高　

野　

き
み
子

花　

田　

河　

口　

高　

則

谷　

内　

高　

永　
　
　

武

御
国
野　

長　

野　

ゆ
き
子

 

岡　
　
　

ふ
じ
ゑ

 

長
谷
川　

正　

江

 

福　

原　

秋　

江

白　

浜　

田　

渕　

ふ
じ
ゑ

 

澤　

田　

あ
い
子

 

土　

師　

日
出
一

八　

木　

井　

上　

き
よ
の

大　

塩　

中　

村　

千　

秋

大
正
八
年
生
ま
れ
の
方

 
男 　

十
四
人

 
女 
五
十
九
人

合
計　

七
十
三
人

白寿

大　

塩　

長　

尾　

貞　

子

 

白　

矢　

繁　

一

飾
磨
東　

宝　

山　

う
め
の

 

川　

本　

す
ゑ
の

 

宮　

崎　

ゆ
き
え

飾
磨
西　

白　

国　

栄　

三

津　

田　

福　

山　

多
美
子

英
賀
保　

山　

本　

峰　

夫

 

浜　

田　

さ
か
え

 

神　

吉　

ふ
さ
え

 

蔭　

山　

は
る
え

 

丸　

尾　
　
　

守

広　

畑　

大　

谷　

し
か
の

 

井　

上　

り
つ
子

八　

幡　

大　

前　

し
め
の

 

木　

村　

あ
き
ゑ

大　

津　

片　

岡　

岩　

雄

 

八　

木　

み
つ
子

網　

干　

信　

藤　

さ
だ
子

網
干
西　

岩　

本　

春　

子

 

米　

田　

政　

子

余　

部　

石　

井　

智　

秀

勝　

原　

神　

谷　

安　

雄

青　

山　

宮　

本　

み
ち
ゑ

太　

市　

山　

澄　
　
　

榮

峰　

相　

川　

口

タ
カ
ノ

林　

田　

森　

重
　
　

弘

 

苗　

倉　

よ
し
え

水　

上　

高　

橋

ま
さ
の

増　

位　

伊　

藤

み
よ
子

 

福　

田　

冨　

美

 

名　

定　

久　

子

 

大
河
内　

美
佐
子

砥　

堀　

和　

辻

は　

ま

豊　

富　

船　

戸

ツ
ヤ
子

 

萩　

原　

壽　

恵

 

白　

根　

ふ
さ
の

 

中　

尾　

き
よ
子

船　

津　

構　
　

ま
さ
ゑ

山　

田　

菊　

本

あ
き
こ

 

大　

谷　

茂　

野

野　

里　

児　

島

敏　

子

 

寺　

内　

寿
美
子

広　

峰　

矢　

部

菊　

江

前
之
庄　

田　

路

吉　

夫

 

松　

岡　

允　

子

山
之
内　

赤　

松

美　

郎

中　

寺　

沼　

田

岩　

夫

 

島　

浦　

竹　

夫

香　

呂　

森　

岡

と　

め

 

藤　

原　

た
ま
ゑ

 

金　

川　

千
恵
子

 

田　

中　

敏　

子

全　
千
二
百
十
一
人

昭
和
五
年
生
ま
れ
の
方

米寿

　

百
歳
以
上
の
高
齢
者
（
百
寿
者
）
の
割
合

が
全
国
平
均
二
・
七
倍
と
い
う
京
都
府
北
部

の
丹
後
地
域
で
、
住
民
千
人
を
対
象
に
長
寿

の
要
因
を
探
る
医
学
研
究
を
京
都
府
立
医
科

大
が
十
四
日
か
ら
始
め
る
。
協
力
し
て
く
れ

る
住
民
を
募
り
、
健
康
状
態
の
変
化
を
十
五

年
間
追
跡
す
る
計
画
、
平
均
寿
命
が
全
国
で

最
も
短
い
青
森
県
の
デ
ー
タ
と
比
べ
る
。
こ

う
し
た
長
期
の
比
較
研
究
は
世
界
的
に
も
例

が
な
い
と
い
う
。 〈
読
売
新
聞
八
月
五
日
記
よ
り
〉

長
寿
の
秘
策 
丹
後
に
あ
り
？

丹後地域の百寿者数と割合 １０万人
当たりの
人数※百寿者数人　口自治体
１３５人１３６人１０万４２２人丹 後 地 域
１２６人７２人５万６８２１人京丹後市

内　

訳
１３３人２５人１万８７４３人宮 津 市
３１６人７人２２１３人伊 根 町
１４１人３２人２万２６４５人与謝野町

５０人６万４６２２人１億２７９０万
７０８６人全　　　国

住
民
基
本
台
帳
よ
り
。

数
値
は
今
年
１
月
１
日
現
在
。

※
小
数
点
以
下
切
り
捨
て

（

）
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ニューリーダー研修会
6月13日火　あいめっせホール

　

本
年
度
新
た
に
校
地
区
や

単
位
ク
ラ
ブ
の
会
長
に
な
ら

れ
た
方
に
お
集
ま
り
頂
い

て
、
恒
例
の
ニ
ュ
ー
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
が
、
イ
ー
グ
レ

ひ
め
じ
の
あ
い
め
っ
せ
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

挨
拶
に
続
い
て
、
生
涯
現

役
推
進
室
の
福
間
主
幹
と
担

当
職
員
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
の
会
長
、
副
会
長
、
事
務

局
職
員
の
紹
介
が
あ
り
、
そ

の
後
、
ベ
テ
ラ
ン
会
長
、
女

　
「
高
齢
者
の
集
い
」が
九
月

二
十
一
日
、
兵
庫
県
公
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
老
人
ク

ラ
ブ
育
成
功
労
者
に
三
名
の

方
が
知
事
よ
り
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　

焔
服　

部　

忠　

彦
（
荒　

川
）

　

焔
上　

野　

初　

生
（
広
畑
第
２
）

　

焔
太　

田　
　
　

輝
（
増　

位
）

兵
庫
県

高
齢
者
の集

い

本年度も愛の募金にご協力下さいま
すようお願い致します。
この貴重な募金は主として次のような
活動に活用させて頂きます。

焔老人クラブ会員の災害見舞金
焔寝たきり・一人暮らし会員の訪問
焔友愛訪問研修
焔シルバーヘルパー養成研修

性
部
代
表
に
よ
る
事
例
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

事
例
発
表
を
さ
れ
た
方
は
次
の
通
り
。 

敬
称
略

焔
増
田
信
義
（
香
呂
校
区
）
発
表
内
容
は
五
ペ
ー
ジ

焔
山
田
政
美
（
城
乾
校
区
）
発
表
内
容
は
五
ペ
ー
ジ

　
 
特
別
講
演 

焔
玉
田
光
久 

（
N
P
O
法
人
コ
ム
サ
ロ
ン　

「
人
間
塾
」
塾
長
）

２１

校区女性部代表研修会
6月27日火　市民会館 第6会議室

説
明
が
あ
り
、
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
昼
過
ぎ
の
終
了
と

な
り
ま
し
た
。

 
事
例
発
表
（
友
愛
活
動
） 　
敬
称
略

焔
生
木
美
智
子
（
勝
原
校
区
）

　

は
じ
め
は
地
域
の
先
輩
役
員
と
共
に
、
ま
た
男
性
会

員
宅
に
は
、
男
性
の
会
長
も
同
行
さ
れ
る
の
で
緊
張
な

く
訪
問
で
き
、
男
性
会
員
や
地
域
の
方
も
友
愛
訪
問
活

動
に
対
す
る
理
解
が
深
い
。

　

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
状
況
下
に
お
い
て
、
姫
路
市
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、
友
愛
訪
問
活
動
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
各
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
女
性
部
が
中
心
と
な
っ
て

地
域
と
連
携
し
な
が
ら
訪
問
活
動
を
実
施
し
、
ふ
れ
あ
い

を
深
め
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
の
一
層
の
充
実
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
校
区
女
性
部
代
表
研
修
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
は
、
挨
拶
に
続
き
、
地
域
に
お
け
る
事
例
の
発

表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
活
動
の
基
本
方
針
や
訪

問
心
得
の
説
明
が
あ
り
、
訪
問
時
に
は
き
め
細
か
な
配
慮

と
対
応
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、

「
愛
の
募
金
事
業
」
の
計
画
、
報
告
書
の
記
入
方
法
な
ど
の

焔
山
田
政
美
（
城
乾
校
区
）

　

校
区
内
の
諸
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
友

愛
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。ク
ラ
ブ
で
は
、

誕
生
月
の
会
員
に
花
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、

喜
ば
れ
て
い
る
。

Title:P4-5.eca Page:2  Date: 2017/09/21 Thu 14:39:18 



平成２９年１０月１日５　第９９号

　

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
訪
れ
た
方

は
、
出
展
目
録
と
作
品
を
確
認
し
な

が
ら
熱
心
に
回
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
姫
路
市
高
齢
者
作
品
展
は
今

年
で
四
十
三
回
目
に
な
り
ま
し
た
。

　

分
野
別
の
出
品
数
は
左
の
通
り
で

す
。

　

搬
入
搬
出
は
大
変
で
す
が
、
来
年

も
奮
っ
て
出
品
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願

い
致
し
ま
す
。

　
 
分
野
別
出
品
作
品
数 

洋　
　

画　
　
　
　
　

三
十
六
点

日
本
画　
　
　
　
　
　

十
八
点

書　
　
　
　
　
　
　
　

六
十
五
点

水
墨
画　
　
　
　
　

三
十
二
点

写　
　

真　
　
　
　
　

四
十
二
点

彫　
　

刻　
　
　
　
　
　

十
三
点

盆　
　

栽　
　
　
　
　
　
　

三
点

陶　
　

芸　
　
　
　
　
　
　

九
点

工　
　

芸　
　
　
　
　
　

十
八
点

ち
ぎ
り
絵　
　
　
　
　

二
十
九
点

す
こ
や
か
人
形　
　
　
　
　

十
点

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク　
　
　

二
十
三
点

手　
　

芸　
　
　
　
　

六
十
八
点

絵
手
紙　
　
　
　
　

四
点

そ
の
他　
　
　
　
　

二
十
一
点

　

合　

計　
　
　

三
百
九
十
一
点

高齢者作品展
8月30日水～9月4日月

イーグレひめじ（市民ギャラリー）
　

姫
路
城
を
間
近
に

望
む
イ
ー
グ
レ
ひ
め

じ
。
そ
の
地
下
に
設

け
ら
れ
た
市
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
、
個
性
ゆ

た
か
で
自
信
あ
ふ
れ

た
作
品
が
展
示
さ
れ

ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

事
例
発
表
内
容

　

校
区
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ

て
い
る
団
体
の
集
う
会
議
が
、
定
期
的
に
開

催
さ
れ
、
連
携
協
力
し
な
が
ら
友
愛
活
動
を

実
施
し
て
い
る
。
北
新
在
家
老
人
ク
ラ
ブ
で

は
、
月
一
回
の
友
愛
訪
問
の
ほ
か
に
、
行
事

案
内
を
持
参
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
に
誘
う

な
ど
交
流
の
機
会
を
作
っ
て
い
る
。
地
域
住

民
が
連
携
し
な
が
ら
見
守
り
活
動
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
会
員
相
互
さ
ら
に
地
域
の
連
帯

感
の
強
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
友
愛
活
動

城
乾
校
区
（
北
新
在
家
老
人
ク
ラ
ブ
）　

女
性
部
代
表　

山
田
政
美
氏

　

会
員
を
増
や
す
た
め
の
活
動
と
魅
力
あ
る

ク
ラ
ブ
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。
サ
ー
カ
ス

の
割
引
券
等
を
利
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
行
う

こ
と
で
、
地
域
住
民
に
老
人
ク
ラ
ブ
の
存
在

を
知
っ
て
も
ら
い
、
ク
ラ
ブ
へ
の
加
入
に
つ

な
げ
て
い
る
。
会
員
が
年
々
高
齢
化
し
て
き

て
い
る
た
め
、
特
に
六
十
代
会
員
の
勧
誘
に

力
を
入
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
が

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い

る
。 魅

力
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
を

め
ざ
し
て香

呂
校
区 
田
野
第
二
老
人
ク
ラ
ブ　

会
長　

増
田
信
義
氏
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祇
園
祭
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
セ
ミ
も
地

中
か
ら
上
が
っ
て
鳴
き
始
め
夏
本
番
と
な

る
。
立
ち
木
に
セ
ミ
の
抜
殻
を
よ
く
見
つ

け
る
。
耳
を
ふ
さ
ぎ
た
く
な
る
ほ
ど
の
大

き
な
鳴
き
声
、
木
か
ら
木
へ
と
飛
び
立
っ

て
い
く
い
つ
も
の
情
景
、
し
か
し
も
う
一

本
の
木
に
羽
化
に
失
敗
し
た
幼
虫
が
残
っ

て
い
た
。「
や
っ
と
地
中
か
ら
出
た
の
に
」

切
な
い
思
い
が
し
た
。

　

日
曜
日
の
朝
、
小
学
校
の
サ
ク
ラ
の
木

に
羽
化
を
始
め
た
セ
ミ
を
見
つ
け
た
。
幼

虫
の
背
中
が
割
れ
、
体
の
四
分
の
三
ぐ
ら

い
抜
け
出
て
羽
を
し
わ
く
ち
ゃ
に
し
て
逆

　
「
地
球
行
脚
」
人
生
は
一
回
限
り
、
日
本

で
生
ま
れ
、 
過 
れ
ば
早
い
も
の
で
す
。
今

す
ぎ

年
四
月
で
後
期
高
齢
者
の
仲
間
い
り
を
し

ま
し
た
。
五
十
六
歳
に
嘱
託
社
員
扱
い
に

な
っ
た
機
会
に
意
を
決
し
て
「
そ
う
だ
！

こ
の
際
に
地
球
行
脚
だ
」
寿
命
か
ら
逆
算

し
て
も
無
駄
な
時
間
は
皆
無
で
し
ょ
う
。

　

地
球
儀
、
世
界
地
図
上
で
の
日
本
は
所

詮
は
極
東
に
へ
ば
り
付
い
た
島
国
で
す
。

日
本
を
一
巡
り
し
た
と
し
て
も
、
井
の
中

の
蛙
、
味
気
無
い
人
生
で
終
る
。
大
海
原

の
先
は
ど
ん
な
国
々
だ
ろ
う
か
？ 
思
っ

た
だ
け
で
も
心
は
小
踊
り
し
ま
す
。

　
「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
」会
社
に
休
暇

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
先
ず
は
ハ
ワ
イ
へ

足
慣
し
を
し
て
、
五
大
陸
征
覇
へ
出
陣
。

健
脚
な
内
に
遠
い
南
米
か
ら
北
米
へ
、
そ

し
て
欧
州
大
陸
が
済
み
地
中
海
沿
い
の
諸

国
、
ア
フ
リ
カ
、
中
東
は
ペ
ル
シ
ャ
湾
岸

諸
国
、
ロ
シ
ア
、
ア
ド
リ
ヤ
海
湾
岸
、
イ

ン
ド
洋
諸
国
、
ア
ジ
ア
諸
国
等
々
。

　

パ
ス
ポ
ー
ト
は
三
冊
目
に
な
っ
て
し
ま

主主主主主主主主主主主
張張張張張張張張張張張
・・・・・・・・・・・
随随随随随随随随随随随
想想想想想想想想想想想

すすすすすすす
こここここここ
ややややややや
かかかかかかか
サササササササ
ロロロロロロロ
ンンンンンンン

と
言
わ
れ
た
ね
ぎ
ら
い
の
一
言
が
忘
れ
ら

れ
な
い
。

　

そ
の
年
に
珍
し
く
夏
の
甲
子
園
で
は
、

東
洋
大
姫
路
が
、
愛
知
県
東
邦
高
校
を
破

り
優
勝
。
東
洋
大
姫
路
高
校
の
優
勝
パ

レ
ー
ド
を
見
に
姫
路
へ
も
出
て
行
き
ま
し

た
。

　

勝
っ
た
り
負
け
た
り
、
負
け
た
り
勝
っ

た
り
で
あ
る
が
、
私
の
今
の
楽
し
み
は
、

や
っ
ぱ
り
野
球
観
戦
で
す
。

　

昨
年
か
ら
阪
神
は
、
金
本
新
監
督
の
下

で
す
が
、
若
手
選
手
起
用
の
大
変
革
チ
ー

ム
。成
績
は
今
一
つ
で
し
た
が
、タ
イ
ガ
ー

ス
フ
ァ
ン
は
諦
め
ず
に
応
援
し
続
け
ま

す
。
Ｗ
Ｂ
Ｃ
で
は
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
が
惜

し
く
も
ア
メ
リ
カ
に
敗
れ
ま
し
た
が
、
次

回
は
若
ト
ラ
が
大
勢
選
ば
れ
て
世
界
一
に

な
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

ち
ょ
っ
と
淋
し
い
わ
い
」
の
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

　

し
か
し
児
童
の
相
手
を
す
る
シ
ニ
ア
の

皆
さ
ん
た
ち
は
、
あ
そ
び
道
具
の
使
い
方

の
要
点
や
基
本
と
な
る
と
こ
ろ
を
し
っ
か

り
教
え
て
い
ま
し
た
。

　

竹
ト
ン
ボ
の
グ
ル
ー
プ
の
児
童
た
ち
は

今
回
の
参
加
人
数
が
減
っ
て
い
た
関
係
か

未
使
用
が
数
多
く
あ
っ
て
、
竹
ト
ン
ボ
飛

ば
し
に
な
れ
、
飛
ば
し
て
は
引
き
替
え
、

引
き
替
え
て
は
飛
ば
す
、
が
多
く
見
ら
れ

ま
し
た
。
シ
ニ
ア
の
皆
さ
ん
も
、
竹
ト
ン

ボ
飛
ば
し
で
ヘ
ト
ヘ
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　

交
流
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん

ご
苦
労
様
で
し
た
。

　

今
年
も
ふ
れ
あ
い
交
流
で
、
勝
原
小
学

校
の
児
童
と「
昔
あ
そ
び
」で
交
流
を
計
っ

て
き
ま
し
た
が
、
前
回
と
は
少
し
違
っ
て

い
ま
し
た
。

　

校
長
先
生
の
お
話
か
ら
、
風
邪
で
何
人

か
は
参
加
で
き
ず
、
新
た
に
数
人
の
児
童

が
帰
宅
し
た
模
様
で
、
更
に
児
童
の
数
が

少
な
く
な
り
ま
し
た
、
児
童
一
人
に
対
し

て
、
シ
ニ
ア
が
二
〜
三
人
と
な
り
、
こ
の

様
子
を
見
て
何
人
か
の
人
か
ら
「
こ
り
ゃ

　

私
は
、プ
ロ
野
球
観
戦
が
大
好
き
で
す
。

特
に
阪
神
フ
ァ
ン
で
会
社
で
も
『
阪
神
の

お
っ
さ
ん
』
で
通
っ
て
い
ま
し
た
。
阪
神

が
勝
て
ば
、
翌
日
駅
で
デ
イ
リ
ー
ス
ポ
ー

ツ
を
買
い
ま
し
た
。
巨
人
に
負
け
る
と
必

ず
私
の
机
の
上
に
、
誰
か
が
ス
ポ
ー
ツ
新

聞
を
置
い
て
い
る
。

　

昔
の
タ
イ
ガ
ー
ス
に
は
、
藤
本
・
三
宅
・

鎌
田
・
バ
ッ
キ
ー
・
ソ
ロ
ム
コ
・
村
山
・

小
山
ら
の
懐
か
し
い
顔
が
次
々
に
浮
か
ん

で
く
る
。
朝
は
い
つ
も
神
仏
に
阪
神
の
勝

利
を
祈
願
し
て
出
勤
し
て
い
ま
し
た
。
ま

た
銭
湯
に
行
く
と
、
村
山
の
背
番
号
と
同

じ
十
一
番
の
数
字
の
ロ
ッ
カ
ー
に
拘
泥
っ

て
い
ま
し
た
。

　

最
近
の
プ
ロ
野
球
を
観
て
い
る
と
何
か

迫
力
に
欠
け
て
い
る
気
が
す
る
。
野
球
解

説
を
さ
れ
て
い
る
小
山
さ
ん
や
、
福
本
さ

ん
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
お
ら
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　

私
は
会
社
を
定
年
退
職
す
る
時
に
送
別

会
を
開
い
て
も
ら
い
、
そ
の
席
で
所
長
か

ら
「
阪
神
の
お
っ
さ
ん
ご
苦
労
さ
ん
外
」

い
ま
し
た
。
砂
漠
は
ウ
イ
ル
ス
さ
え
も
生

き
ら
れ
な
い
厳
し
い
死
の
大
地
。
砂
漠
に

囲
ま
れ
た
オ
ア
シ
ス
で
助
け
合
い
な
が
ら

和
気
あ
い
あ
い
と
生
活
し
て
い
る
砂
漠
国

が
好
き
で
す
。

地
球
行
脚

旭
陽
校
区　

前
田
光
晴

阪
神
の
お
っ
さ
ん

網
干
西
校
区　

松
本
秀
夫

「
昔
あ
そ
び
」で

児
童
と
ふ
れ
あ
い
交
流

勝
原
校
区　

牧　

末
治

セ
ミ
の
羽
化

城
北
校
区　

岩
田
吉
弘
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さ
に
ぶ
ら
さ
が
り
、
必
死
に
抜
け
だ
そ
う

と
し
て
い
る
。
体
全
体
が
抜
け
出
て
抜
殻

の
頭
部
に
つ
か
ま
り
羽
を
広
げ
て
い
る
。

ふ
ち
が
緑
の
白
く
透
き
通
っ
た
き
れ
い
な

羽
を
悠
々
と
伸
ば
し
神
秘
的
で
、
羽
を
す

ぼ
め
る
と
セ
ミ
ら
し
い
形
に
な
り
誇
ら
し

げ
に
見
え
た
。

　

き
び
し
い
暑
さ
が
続
く
な
か
、
セ
ミ
の

短
い
一
生
を
思
う
と
精
い
っ
ぱ
い
の
鳴
き

声
を
い
と
し
く
感
じ
る
。

認
め
ら
れ
て
今
年
は
ア
カ
デ
ミ
ー
国
際
映

画
祭
に
も
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

世
界
で
活
躍
す
る
彼
女
の
姿
を
目
の
あ

た
り
に
し
て
誇
ら
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
彼
女
の
映
画
祭
の
あ
と
の
打
ち
上

げ
パ
ー
テ
ィ
で
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
話
は

最
高
で
し
た
。

　

今
回
は
、
白
い
ド
レ
ス
の
上
に
和
服
の

道
行
き
コ
ー
ト
を
は
お
り
、
そ
の
上
か
ら

ま
っ
赤
な
帯
を
し
め
る
と
い
っ
た
出
立
ち

だ
っ
た
と
か
？ 
想
像
す
る
だ
け
で
驚
き

で
す
よ
ね
。
で
も
参
加
さ
れ
た
女
優
さ
ん

達
か
ら
は
拍
手
喝
采
、
ブ
ラ
ボ
ー
の
連
発

だ
っ
た
と
か
…
。大
成
功
で
よ
か
っ
た
ね
。

　

さ
て
、「
次
回
は
パ
リ
の
夏
は
、
暑
い
か

ら
い
い
か
も
」
と
言
っ
て
気
に
入
っ
た
様

子
だ
っ
た
私
の
五
十
年
も
前
の
夏
の
紗
の

着
物
、
は
て
さ
て
ど
う
活
用
し
て
ど
ん
な

ユ
ニ
ー
ク
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
作
り
あ
げ

る
の
か
な
。

み
や
不
安
と
心
細
さ
の
上
に
、
先
の
戦
争

が
始
ま
り
、
た
び
重
な
る
不
運
に
胸
を
締

め
つ
け
ら
れ
る
思
い
が
し
ま
す
。
姉
や
兄

た
ち
が
頑
張
っ
て
く
れ
た
お
蔭
で
今
日
の

僕
が
あ
る
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
「
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
さ
せ
て
や
り

た
い
」「
温
泉
へ
連
れ
て
行
っ
て
、
喜
ぶ
顔

が
見
た
い
」
お
母
さ
ん
許
し
て
下
さ
い
。

何
ひ
と
つ
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
と
し
に
な
っ
て
も
母
へ
の
想
い
が

激
し
く
な
り
ま
す
。
就
職
記
念
に
テ
レ
ビ

を
買
っ
て
母
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

母
は
力
道
山
の
フ
ァ
ン
で
強
い
日
本
人
が

大
好
き
な
よ
う
で
し
た
。
ま
た
、
皇
室
の

映
像
は
お
気
に
入
り
で
皇
太
子
殿
下
、
美

智
子
妃
殿
下
の
パ
レ
ー
ド
を
涙
を
流
し
な

が
ら
食
い
入
る
よ
う
に
見
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
平
和
な
日
本
に
安
心
し
た
涙

だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

も
ら
い
泣
き
し
て
い
る
僕
を
ふ
り
返
り

「
汚
い
顔
や
な
あ
」と
い
い
な
が
ら
お
互
い

を
見
つ
め
大
笑
い
。
母
か
ら
借
り
た
ハ
ン

カ
チ
の
塩
っ
ぱ
い
涙
の
味
は
今
も
忘
れ
ず

に
覚
え
て
い
ま
す
。

　

お
母
さ
ん
、
あ
な
た
よ
り
長
生
き
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

三
木
市
で
各
地
方
か
ら
集
ま
る
ジ
ャ
ズ

の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
夫
と
電
車
・
バ
ス

を
利
用
し
て
出
か
け
ま
し
た
。
三
木
市
内

の
店
で
会
場
を
尋
ね
る
と
、
不
便
な
所
だ

と
店
の
人
が
車
で
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

地
域
に
よ
っ
て
違
う
ジ
ャ
ズ
の
面
白
さ

が
あ
り
ま
す
。
終
演
は
夜
遅
く
に
な
り
、

車
で
帰
る
人
達
ば
か
り
の
な
か
、
三
木
駅

ま
で
歩
い
た
の
は
私
達
だ
け
で
し
た
。
駅

の
ホ
ー
ム
で
夫
が
「
車
の
免
許
を
と
っ
て

ジ
ャ
ズ
を
聴
き
に
、
ど
こ
へ
で
も
連
れ
て

い
っ
て
や
る
」

　

実
現
し
な
か
っ
た
け
れ
ど
幸
せ
な
思
い

出
に
な
り
ま
し
た
。

　

美
術
館
と
夜
空
の
大
天
守
閣
、
見
事
な

情
景
で
し
た
。
帰
路
の
街
を
走
る
車
の
中

で
「
車
で
ジ
ャ
ズ
を
聴
き
に
行
っ
た
よ
お

父
さ
ん
」

　

姫
路
美
術
館
の
前
で
、
姫
路
キ
ャ
ッ
ス

ル
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
に
よ
る
夏
の
イ
ベ
ン
ト

「
た
そ
が
れ
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
始
ま
っ
て
、

二
十
年
ほ
ど
に
な
る
。

　

当
初
は
少
な
い
人
数
で
あ
っ
た
け
れ

ど
、
近
年
は
、
多
く
の
人
が
集
ま
っ
て
き

ま
す
。
バ
ン
ド
の
メ
ン
バ
ー
は
年
を
重
ね

ら
れ
た
け
れ
ど
、
音
色
に
深
み
が
加
わ
り

と
て
も
素
敵
で
す
。

　

い
つ
も
一
人
で
電
車
で
参
加
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
数
年
前
に
近
く
に
住
む
息
子

が
電
話
を
し
て
き
ま
し
た
。「
車
で
い
っ

し
ょ
に
行
か
へ
ん
か
」「
え
？ 
あ
ん
た

ジ
ャ
ズ
聴
く
の
…
？
」「
う
ん
、
昔
か
ら
好

き
や
っ
た
で
…
」「
昔
か
ら
や
っ
て
…
い
つ

の
こ
と
や
」
思
わ
ず
笑
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
以
来
、
息
子
夫
婦
と
車
で
出
か
け
て

い
ま
す
。

　

義
姉
の
七
回
忌
法
要
の
お
招
き
に
あ
ず

か
り
、
久
し
ぶ
り
に
里
が
え
り
を
し
ま
し

た
。
僕
と
同
じ
病
院
に
後
か
ら
入
院
し
て

き
て
、先
に
逝
っ
て
し
ま
っ
た
気
さ
く
で
、

よ
く
気
が
つ
く
人
で
し
た
。

　

義
妹
の
隣
の
遺
影
が
僕
の
母
で
す
。
母

は
、
苦
労
を
す
る
た
め
に
生
ま
れ
て
き
た

よ
う
な
人
生
で
し
た
。
四
十
二
歳
で
夫
に

先
立
た
れ
、
残
さ
れ
た
四
人
の
子
供
を
育

て
る
母
の
心
情
は
如
何
ば
か
り
か
。
悲
し

　

パ
リ
コ
レ
で
ヘ
ア
メ
イ
ク
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
と
し
て
活
躍
す
る
姪
が
、
そ
の
実
績
を

　

我
が
家
で
購
読
し
て
い
る
新
聞
に
、
時

折
Ｔ
さ
ん
の
エ
ッ
セ
イ
や
短
歌
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。

　

素
敵
な
文
章
を
書
き
、
歌
を
詠
ま
れ
る

Ｔ
さ
ん
は
ど
ん
な
方
な
の
だ
ろ
う
。
失
礼

を
承
知
で
受
話
器
を
手
に
取
っ
た
。
相
手

が
電
話
口
に
出
て
下
さ
る
少
し
の
間
も
、

間
違
っ
て
い
た
ら
ど
う
し
よ
う
、
変
な
人

車
で
ジ
ャ
ズ
を

的
形
校
区　

粟
賀 
倭  
美 

し
ず 

よ

里
が
え
り

津
田
校
区　

吉
田
修
三

ユ
ニ
ー
ク
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

香
呂
校
区　

藤
本
陽
子

文
通
の
友

網
干
西
校
区　

重
永
成
子
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今
年
の
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
「
お
ん
な

城
主
・
直
虎
」
が
、
い
よ
い
よ
佳
境
に
入
っ

て
き
た
。

　

ド
ラ
マ
の
舞
台
の 
井  
伊  
谷 
城
は
浜
松
市

い 

い 
の
や

の
北
部
の
小
さ
な
山
村
に
有
り
道
路
地
図

に
も
載
ら
な
い
と
こ
ろ
で
す
が
一
躍
有
名

に
成
り
周
辺
の 
龍  
潭  
寺 
や
気
賀
関
所
、
浜

り
ょ
う 
た
ん 
じ

名
湖
の
遊
覧
等
は
観
光
客
で
賑
わ
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。
私
は
静
岡
県
へ
は
、
こ
れ

ま
で
延
べ
一
〇
日
、
三
十
数
城
、
名
所
、

観
光
地
を
巡
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
浜
松
城
、掛
川
城
、駿
府
城
は
そ

と
思
わ
れ
な
い
か
と
内
心
動
揺
し
て
い
た
。

　
「
Ｔ
さ
ん
で
す
か
。突
然
の
電
話
で
失
礼

し
ま
す
。
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
Ｔ
さ
ん
の

文
章
を
読
ま
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。」私

の
言
葉
に
Ｔ
さ
ん
は
「
よ
ろ
し
か
っ
た
ら

こ
れ
か
ら
文
通
し
ま
せ
ん
か
」と
言
わ
れ
、

緊
張
が
嘘
の
よ
う
に
解
け
、
お
互
い
の
個

人
情
報
を
交
換
し
て
文
通
が
始
ま
っ
た
。

　

Ｔ
さ
ん
か
ら
届
く
便
り
に
は
、
穏
や
か

な
人
物
が
描
か
れ
て
い
て
、
近
況
や
短
歌

が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
永
く
絵
筆
を
持
た

な
か
っ
た
私
も
、
季
節
の
草
花
を
描
い
て

返
事
を
送
っ
て
い
る
。

　

今
も
続
く
絵
手
紙
文
通
、
メ
ー
ル
と
い

う
文
明
の
利
器
に
は
な
い
便
り
を
待
ち
、

返
事
を
書
く
楽
し
み
を
味
わ
っ
て
い
る
。

れ
ぞ
れ
二
回
も
行
き
、久
能
山
東
照
宮
、徳

川
家
康
公
廟
所
は
麓
か
ら
約
一
二
〇
〇
段

を
登
り
大
変
疲
れ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

毎
週
の
テ
レ
ビ
放
映
を
見
な
が
ら
地
図

を
広
げ
、
記
録
ノ
ー
ト
に
目
を
通
し
、
城

の
写
真
を
な
が
め
て
十
年
間
、
全
国
城
め

ぐ
り
を
し
て
本
当
に
良
い
思
い
出
に
な
っ

て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
の
俳
優
陣
は
ま
さ
に

ド
ラ
マ
の
要
所
を
演
じ
て
お
り
、
年
末
の

最
終
局
面
ま
で
ど
う
展
開
す
る
か
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

ご
ざ
い
ま
す
。

　

四
十
歳
頃
か
ら
お
よ
そ
四
十
年
間
パ
ー

マ
の
先
生
に
毛
染
め
を
し
て
頂
き
、
お
世

話
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
夏
に
な
れ
ば
、

頭
皮
が
か
ぶ
れ
て
液
が
し
み
込
ん
で
、
ガ

マ
ン
・
ガ
マ
ン
の
連
続
で
し
た
。
子
供
の

こ
と
で
、
学
校
へ
行
く
日
に
合
わ
せ
て
染

め
て
も
ら
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

パ
ー
マ
の
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
て
大
き

な
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
こ
の
こ
と
が
あ
っ

て
自
分
で
毛
染
め
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
毛
染
め
は
、
素
手
で
す
る
手
仕
事

で
、
手
の
皮
が
む
け
て
し
ま
い
大
へ
ん
で

し
た
。
そ
れ
か
ら
の
頭
髪
は
、
三
毛
猫
の

よ
う
で
し
た
。
そ
の
た
め
手
作
り
帽
子
、

ウ
ィ
ッ
グ
も
体
験
い
た
し
ま
し
た
。
付
け

た
ま
ま
動
き
ま
す
の
で
、
頭
の
方
を
気
に

し
て
し
ま
い
、
顔
の
し
わ
、
シ
ミ
が
気
に

な
り
だ
し
ま
し
た
。
年
令
に
合
わ
せ
て
、

髪
は
年
と
共
に
二
年
半
で
白
く
な
り
ま
し

た
。気
に
は
せ
ず
、涼
や
か
に
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
で
行
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

と
思
い
、
練
習
風
景
の
一
コ
マ
を
詠
み
ま

し
た
。

　
「
寒
稽
古  
裂  
帛 
の

レ
ッ 
パ
ク

 
気  
合  
遠
く
ま
で
」

コ 

エ

と
こ
ろ
が
こ
の
俳
句
が
、
思
い
も
よ
ら
ぬ

特
選
に
入
選
し
た
の
で
す
。
本
当
に
ビ
ッ

ク
リ
仰
天
し
ま
し
た
。
生
ま
れ
て
初
め
て

投
稿
し
た
俳
句
が
特
選
に
入
る
な
ん
て
、

夢
を
見
て
い
る
よ
う
な
気
持
ち
で
す
。

　

剣
道
は
昭
和
十
六
年
、
旧
白
鷺
中
学
に

入
学
し
、
剣
道
部
で
竹
刀
を
握
っ
て
以
来

の
、
永
い
付
合
で
す
か
ら
、
義
に
よ
っ
て

助
太
刀
し
て
く
れ
た
の
か
も
…
。
冗
談
は

さ
て
お
き
、人
生
の
集
大
成
と
な
っ
た「
俳

句
と
剣
道
」
に
、
感
謝
の
毎
日
で
す
。

城
に
魅
せ
ら
れ
て　
！！

香
呂
校
区　

木
村 
雅  
二 

ち
ょ
う 

じ

静岡県・浜松城天守閣

　

今
、日
本
の
平
均
寿
命
は
男
性
八
十
・
七

九
歳
、
女
性
は
八
十
七
・
〇
九
歳
と
、
か
な

り
高
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
健
康
寿
命
に

な
る
と
、
男
性
七
十
二
・
四
九
歳
、
女
性
は

七
十
六
・
〇
一
歳
と
な
る
そ
う
で
す
。

　
「
今
日
を
大
切
に
死
ぬ
ま
で
生
き
る
」

と
楽
寿
園
で
の
小
林
道
子
先
生
の
講
話
で

教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
と
面
白
い
こ
と
を

言
い
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
話
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。 活活活活活活活活活活

動動動動動動動動動動
報報報報報報報報報報

活
動
報
告告告告告告告告告告告

高
齢
化
時
代
を
楽
し
く

香
呂
校
区　

増
田
信
義

　

こ
の
春
か
ら
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
俳
句
募
集
の
記
事
を

読
み
ま
し
た
。
俳
句
は
全
く
不
勉
強
な
の

で
、と
て
も
無
理
だ
と
思
っ
た
の
で
す
が
、

冥
土
の
み
や
げ
と
思
い
応
募
し
ま
し
た
。

　

題
材
は
、
よ
く
な
れ
て
い
る
剣
道
か
ら

俳
句
と
剣
道

津
田
校
区　

本
間　

勇

　

梅
雨
も
明
け
て
夏
休
み
に
入
り
、
九
州

の
一
部
は
大
き
な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

御
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
。
本
格
的
な
夏
に

な
り
、
こ
の
暑
さ
と
、
じ
め
っ
と
し
た
感

じ
は
健
康
な
者
で
も
体
調
を
く
ず
し
そ
う

で
す
。

　

年
令
も
大
台
に
乗
り
、
心
身
共
に
健
や

か
で
、
毎
日
「
あ
り
が
と
う
」
の
連
続
で

白
髪
デ
ビ
ュ
ー

安
室
校
区　

一
井
美
智
子
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九
州
地
方
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
と
土
砂
災
害

は
、
多
く
の
尊
い
人
命
と
家
屋
の
損
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
心
か
ら
お
見
舞
申
し

上
げ
ま
す
。
近
年
の
梅
雨
は
雨
だ
け
で
な

く
強
風
を
と
も
な
い
台
風
並
み
に
発
達
す

る
傾
向
に
あ
る
。グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
も
、

ま
た
雨
か
と
週
二
回
の
練
習
も
ま
ま
な
ら

な
い
。
五
月
は
運
よ
く
雨
も
降
ら
ず
公
民

館
長
杯
争
奪
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が

開
催
さ
れ
九
〇
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。（
お
世
話
は
老
人
ク
ラ
ブ
）

　

十
月
の
姫
路
市
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

は
、こ
の
入
賞
者
の
中
か
ら
選
考
さ
れ
る
。

選
手
の
方
々
は
今
か
ら
大
会
に
備
え
て
練

習
に
余
念
が
な
い
。
振
返
っ
て
み
れ
ば
二

〇
一
〇
年
に
は
曽
左
チ
ー
ム
も
優
勝
の
栄

に
輝
い
た
こ
と
が
あ
る
。
今
は
メ
ン
バ
ー

も
入
れ
替
り
、
会
員
も
四
〇
数
名
か
ら
激

減
し
て
い
る
が
、
伝
統
を
引
継
い
で
曽
左

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
員
と
し
て
頑

張
っ
て
お
り
ま
す
。

　
「
家
に
と
じ
込
も
っ
て
い
た
ら
、楽
し
く

な
る
お
話
し
も
聴
け
ま
せ
ん
。
外
に
出
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
思
わ
ぬ
出
会
い
も
あ
る

し
人
生
が
楽
し
く
な
り
ま
す
。」

　

地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
一
人
さ
み
し

く
過
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
お
年
寄
り
の
方

を
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
、
今
す
ぐ
老
人
ク
ラ

ブ
に
加
入
し
て
、
友
だ
ち
を
た
く
さ
ん
つ

く
っ
て
、第
二
の
青
春
を
楽
し
み
な
が
ら
、

そ
し
て
い
つ
ま
で
も
元
気
で
動
き
ま
わ
ろ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

今
年
は
、
三
十
六
名
の
ご
冥
福
を
祈
り

ま
し
た
。

　

我
が
町
を
愛
し
、
故
人
を
敬
う
山
田
町

の
風
土
が
、
五
十
年
余
に
亘
り
受
け
継
が

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
の

一
つ
と
し
て
、
良
き
伝
統
は
守
り
つ
つ
、

新
し
い
こ
と
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

お
天
ん
と
う
さ
ん
に

恨
み
節曽

左
校
区　

西
崎
利
治

七
月
に
は
園
外
保
育
を
予
定
。

　

当
幼
稚
園
は
い
じ
め
も
な
く
、
父
母
の

皆
様
も
あ
の
世
で
応
援
し
て
下
さ
っ
て
い

る
の
か
、
園
児
の
皆
様
も
楽
し
く
過
さ
れ

て
い
ま
す
。
一
つ
問
題
な
こ
と
は
、
男
子

園
児
の
応
募
が
な
い
こ
と
で
す
。

　

実
績
共
に
、
名
門
幼
稚
園
に
な
る
よ
う

に
日
々
を
楽
し
く
、
少
し
だ
け
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

曽左公民館長杯争奪
グラウンドゴルフ大会（筆者４番前）

　

山
田
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
の
一
端

を
紹
介
し
ま
す
。

　

昭
和
三
十
三
年
姫
路
市
に
合
併
し
、
姫

路
市
老
人
会
山
田
町
支
部
が
結
成
さ
れ
ま

し
た
。

　

昭
和
四
十
年
、
物
故
会
員
の
ご
冥
福
を

祈
っ
て
合
同
追
弔
法
要
を
初
め
て
勤
め
ま

し
た
。
当
初
は
隔
年
に
勤
め
て
い
ま
し
た

が
、
現
在
で
は
毎
年
三
月
十
四
日
に
、
山

田
町
在
住
の
三
ヵ
寺
の
住
職
に
よ
る
合
同

追
弔
法
要
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

自
治
会
関
係
者
と
、
校
区
老
人
ク
ラ
ブ

役
員
お
よ
び
物
故
者
遺
族
が
参
列
し
、
読

経
の
あ
と
法
話
を
聴
き
、
ご
冥
福
を
祈
り

ま
す
。 合

同
追
弔
法
要

山
田
校
区　

雲
丹
亀　

元

　

老
い
は
誰
に
も
く
る
も
の
。
還
暦
、
古

希
、
こ
れ
ら
は
人
生
の
一
つ
の
通
過
点
だ

と
思
っ
て
い
た
私
が
、
今
年
の
五
月
で
後

期
高
齢
者
に
な
り
ま
し
た
。

　

高
齢
化
が
進
み
、
女
性
の
平
均
年
齢
も

毎
年
更
新
さ
れ
て
い
る
現
在
、
地
域
の
老

人
会
、
公
民
館
活
動
で
の
、
明
る
く
て
生

き
い
き
と
し
た
お
と
し
よ
り
の
「
老
人
パ

ワ
ー
」
に
、
参
加
す
る
た
び
に
元
気
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

齢
を
重
ね
て
、
体
力
、
気
力
も
衰
え
が

ち
に
な
っ
て
い
る
昨
今
、
元
気
印
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
行
動
で
き
る
こ
と
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
老
い
の
負
イ
メ
ー
ジ
を

一
つ
で
も
プ
ラ
ス
に
代
え
て
、
背
す
じ
を

シ
ャ
ン
と
伸
ば
し
、
八
十
歳
の
私
に
出
会

い
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

後
期
高
齢
者
に
な
って

城
乾
校
区　

黒
田
澄
子

　

現
在
六
十
八
才
の
私
は
、 
楽  
し  
く  
生  
き 

・ 
・ 
・ 
・ 
・

 
る 
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
る
。
最
終
章
に

・近
づ
く
年
に
な
り
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を

ど
う
描
こ
う
か
と
常
日
頃
か
ら
思
っ
て
い

ま
す
。

　

あ
る
日
、
大
人
の
幼
稚
園
を
作
ろ
う
と

ひ
ら
め
い
た
。
園
名
は「
大
人
の
幼
稚
園
。

名
門
あ
の
世
へ
の
入
門
コ
ー
ス
」

募
集
要
項

一
、
越
境
入
園
可

一
、
曲
り
屋
（
地
域
の
古
民
家
カ
フ
ェ
）

に
入
れ
る
だ
け
の
人
数

一
、
名
門
幼
稚
園
の
勉
強
を
受
け
入
れ
る

だ
け
の
素
直
さ
を
持
っ
た
人
よ
り
優

先
す
る

一
、
卒
園
は
、
あ
の
世
か
ら
の
合
格
通
知

を
も
っ
て
卒
園
と
す
る

　

開
講
日
は
、自
称
園
長
の
気
の
向
く
日
、

初
回
四
月
十
七
日
以
来
、現
在
二
回
実
施
。

大
人
の
幼
稚
園
開
講

莇
野
校
区　

橋
本
道
子
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在
り
し
日
の
笑
顔
の
遺
影
に
触
る
る
風

　
 
季 
は
静
か
に
秋
へ
傾
く

と
き

網
干
西　

中
山
小
夜
子

今
来
た
る
道
を
失
な
ひ
歩
き
て
も

　

歩
き
て
も
家
に
帰
り
得
ぬ
夢

勝　

原　

荒
堀　

治
雄

 
父  
母 
の
面
影
偲
ぶ
夜
の
更
け
の

ち
ち 
は
は

　

風
鈴
の
音
さ
み
し
く
響
く

船　

津　

参
輪　

益
子

さ
く
ら
散
る
季
に
傘
寿
を
迎
え
た
り

　

朝
の
散
歩
に
ス
キ
ッ
プ
し
て
み
る

青　

山　

藤
本　

澄
子

病
に
勝
つ
気
力
が
欲
し
い
妹
よ

　

黄
泉
の
旅
路
へ
な
ぜ
な
ぜ
急
ぐ

城　

東　

佐
藤　

庸
夫

明
日
が
あ
る
夢
見
て
眠
れ
投
稿
歌

　

日
暮
の
郵
便
ポ
ス
ト
に
落
と
す

花　

田　

安
部　
　

實

長
年
の
願
い
か
な
い
て
横
綱
が

　

四
人
揃
い
て
春
場
所
迎
う

大　

津　

田
井
東
吉
三

我
が
誕
生
日
に
華
や
ぎ
を
増
す

　

嫁
か
ら
の
メ
ロ
デ
ィ
流
る
る
バ
ー
ス
デ
ー
カ
ー
ド

御
国
野　

榮
川　

米
子

入
梅
に
甘
く
切
な
き
香
を
放
ち

　

く
ち
な
し
白
く
咲
き
盛
り
居
り

余　

部　

平
山　

廣
嘉

口
づ
け
を
す
る
ご
と
種
の
な
き
ぶ
ど
う

　

う
す
紫
の
大
粒
を
食
ぶ家　

島　

芝
原
美
恵
子

久
々
に
我
家
に
来
た
る
里
の
友

　

昔
話
に
時
を
忘
る
る豊　

富　

萩
原
喜
代
子

鉢
植
え
の
ま
白
き
バ
ラ
が
開
き
た
り

　

見
る
た
び
心
い
や
さ
れ
て
い
る

青　

山　

片
山
喜
栄
子

等
間
隔
に
竿
を
立
て
た
る
清
流
に

　

膝
ま
で
浸
か
り
鮎
を
待
ち
わ
ぶ

余　

部　

上
田　

福
男

燈
台
の
光
に
無
事
を
感
謝
し 
為 な

　

船
を
つ
な
ぎ
て
家
路
を
急
ぐ

家　

島　

西
野　

鏐
子

梅
雨
晴
れ
に
園
児
を
送
る
若
き
マ
マ

　

歩
き
ス
マ
ホ
で
手
を
つ
な
が
な
い

津　

田　

後
藤　

敦
子

ひ
よ
こ
草
繁
れ
る
野
辺
に
競
い
つ
つ

　

滑
り
し
傾
り
今
は
あ
ら
な
く

家　

島　

塩
澤　

文
子

朝
七
時
弔
辞
放
送
な
き
ま
ま
に

　

旅
立
ち
ゆ
け
り
友
は
ひ
そ
か
に

網
干
西　

三
木
よ
し
子

亡
き
父
の
庭
に
打
ち
水
す
る
夏
の

　

宵
に
の
そ
り
と
ひ
き
蛙
出
で
来

城　

陽　

黒
田　

昭
代

紫
陽
花
の
葉
先
の
し
ず
く
ふ
く
ら
み
て

　

光
り
つ
つ
落
つ
午
後
の
た
ま
ゆ
ら

勝　

原　

塚
本　

清
子

手
術
後
の
深
夜
の
し
じ
ま
耐
え
が
た
し

　

ナ
ー
ス
の
声
が 
唯  
一 
の
は
げ
み

ゆ 
い
つ広

畑
第
二　

森
下　

雄
幸

野
仏
に
逝
き
し
人
ら
の
面
影
を

　

重
ね
て
歩
む
山
の
辺
の
道

津　

田　

井
上　

幸
子

入
港
の
船
の
後
先
夏
鷗飾

磨
西　

福
島　

静
子

新
茶
汲
む
香
り
の
中
に
君
の
顔

飾
磨
東　

室
田
ひ
ろ
み

団
扇
風
強
く
送
り
て
秘
話
せ
が
む

安　

室　

竹
内　

明
美

苗
を
待
つ
代
田
に
鷺
の
忍
び
足

旭　

陽　

内
海　

良
典

富
士
山
の
焼
印
の
濃
き
登
山
杖

野　

里　

小
田
美
智
子

俄
雨
風
蘭
薫
る
雨
宿
り大　

塩　

中
村　

千
里

雨
や
ど
り
見
上
げ
る
空
に
虹
の
橋

中　

寺　

山
田
き
み
よ

片
陰
に
入
り
て
息
つ
き
ひ
と
休
み

野　

里　

井
上　

和
子

ま
た
一
人
老
友
逝
く
や
半
夏
生

八　

木　

中
村　

佳
行

苔
に
落
つ
一
日
は
か
な
き
沙
羅
の
花

勝　

原　

井
貫
ミ
ヤ
子

わ
が
部
屋
に
そ
よ
風
入
れ
て
昼
寝
か
な

城　

陽　

三
木　

忠
典

水
鉄
砲
爺
婆
つ
い
に
的
と
な
り

香　

呂　

清
瀬　
　

晃

一
夜
明
け
我
が
家
と
り
ま
く
植
田
か
な

飾
磨
中
島　

東　
　

勝
美

遠
き
日
の
は
ら
か
ら
偲
ぶ
庭
花
火

糸　

引　

辰
巳　

静
代

木
下
間
三
光
鳥
待
つ
カ
メ
ラ
群

別　

所　

渡
部　

淳
子

折
り
紙
の
朝
顔
咲
き
し
部
屋
見
舞
ふ

中　

寺　

前
田
眞
佐
子

帰
省
子
の
腕
を
揮
ひ
て
夜
の
卓

広
畑
第
二　

松
本　

キ
ミ

夏
祭
り
花
火
を
揚
げ
て
終
り
け
り

広　

畑　

木
下　

康
子

短　

歌　
小　

松　

カ
ヅ
子　
選

 
 熟
年
歌
壇 
―
投
稿

遠
き
日
に
燃
え
て
咲
か
せ
し
恋
あ
り
き

　

伊
豆
の
大
島
五
辨
の
椿野　

里　

綿
貫　

澄
子

父
の
日
に
子
が
送
り
来
し
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

手
に
取
り
夫
は
表
情
く
ず
す

高
岡
西　

中
野
加
代
子

　
松　

岡　

洋　

巨　
選

　
○
印
…
…
秀
逸

○
吹
き
渡
る
風
に
涼
し
さ
備
前
丸

別　

所　

矢
島　
　

勉

○
天
道
虫
神
の
給
ひ
し
七
ツ
星

峰　

相　

木
下　

秀
信

○
藻
の
花
の
揺
れ
て
豊
か
な
富
士
の
水

荒　

川　

上
杉　

洋
子

○
恙
無
き
一
日
の
終
り
水
を
打
つ

八　

木　

山
本　

幸
子

○
庭
下
駄
に
足
形
の
こ
る
初
秋
か
な

御
国
野　

中
村　

玉
美

○
技
決
め
て
小
兵
の
光
る
名
古
屋
場
所

高　

浜　

青
山　

春
子

　

さ
つ
と
散
る
夜
店
の
金
魚
手
水
鉢

荒　

川　

三
輪　

忠
子

　

蠅
飛
ん
で
会
話
は
じ
ま
る
電
車
内

別　

所　

高
谷　

邦
子

　

梅
雨
晴
間
並
ぶ
長
靴
ス
ニ
ー
カ
ー

妻　

鹿　

篠
原　

泰
子

　

逝
き
し
娘
の
好
き
な
紫
陽
花
咲
き
に
け
り

余　

部　

山
根　

義
子

俳　

句

 
 熟
年
俳
壇 
―
投
稿

文
芸
欄
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手
渡
さ
れ
団
扇
に
託
す
選
挙
か
な

城　

東　

鈴
木　

章
子

舌
を
出
し
潮
吹
く
鍋
の
浅
蜊
か
な

城　

南　

曽
我　

節
子

ご
馳
走
が
降
っ
て
き
た
ぞ
と
雨
蛙

安
室
東　

谷
岡　

芳
子

出
で
立
ち
は
白
の
上
下
と
夏
帽
子

城　

巽　

中
島　
　

保

近
隣
の
眼
集
ま
る
巣
立
か
な

高　

岡　

中
瀬　

照
子

遠
山
に
重
ね
て
白
し
雲
の
峰

荒　

川　

中
野　

妙
子

夏
木
立
黙
し
て
並
ぶ
石
佛増　

位　

仁
上
モ
ト
ヱ

閑
か
さ
や
植
田
に
浮
か
ぶ
通
し
鴨

大　

塩　

橋
本　

健
司

梵
字
か
き
前
進
の
み
や
な
め
く
ぢ
り

谷　

内　

橋
本
和
佳
子

夏
蝶
の
歓
迎
受
け
て
羅
漢
寺

城　

西　

長
谷
川
泰
子

七
夕
の
照
明
消
え
て
城
一
つ

八　

幡　

福
井　

七
夫

さ
ざ
波
や
代
田
を
渡
る
風
幾
重

城　

東　

別
所
佳
代
子

豌
豆
の
筋
と
り
弾
む
会
話
か
な

御
国
野　

三
木　

敏
夫

頬
染
め
て
綺
麗
に
並
ぶ
さ
く
ら
ん
ぼ

大
津
茂　

望
月　

久
雄

雨
さ
そ
ひ
妍
を
競
ひ
て
立
葵

飾
磨
東　

山
本　

禎

次

行
跡
に
曲
り
道
あ
り
か
た
つ
む
り

城　

陽　

吉
崎　

恵
子

〈
選
者
吟
〉

蛍
の
夜
香
り
で
知
れ
る
薄
化
粧
　
松
岡　

洋
巨

ゴ
ー
ヤ
ー
蔓
母
と
言
ふ
字
に
交
は
へ
り

高
岡
西　

神
本　

和
能

野
佛
の
苔
む
す
お
身
に
露
涼
し

荒　

川　

田
中　

澄
子

夕
立
に
明
日
の
希
望
光
り
け
り

広
畑
第
一　

長
澤　

辰
三

谷
渡
る
風
に
詩
あ
り
夢
も
あ
り

青　

山　

前
原　

治
子

金
婚
の
友
の
笑
顔
や
青
田
風

香
呂
南　

中
務
み
き
子

〈
選
者
よ
り
〉

　

次
回
出
句
の
季
題
は「
秋
」ま
た
は「
冬
」で

す
。
多
数
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

 
 熟
年
川
柳 
―
投
稿

川　

柳　
綾　

部　

明　

美　
選

土
作
り
倖
せ
す
ぎ
る
に
ぎ
り
飯

香
呂
南　

上
月　
　

長

黄
金
波
今
年
も 
案  
山  
子 
え
び
す
顔

か 

か 

し
水　

上　

田
辺　

禎
一

 
忖  
度 
で
現
役
時
代
思
い
出
し

そ
ん 
た
く

妻　

鹿　

篠
原　

繁
明

草
を 
食 
む
親
子
の
羊
笑
い
け
り

は

御
国
野　

中
村　
　

仁

平
成
の
力
士
は
総
じ
て
弁
が
立
ち

谷　

内　

西
口　

紀
夫

さ
じ
加
減
ゆ
る
め
て
喜
寿
の
風
に
舞
う

網
干
西　

高
須　

幸
子

年
重
ね
足
腰
痛
み
悟
る
日
々

網　

干　

衛
藤　

富
子

あ
れ
そ
れ
で
思
い
通
じ
る 
老  
仲  
間 

お
い 
な
か 
ま

別　

所　

井
置　

善
朗

孫
が
来
て
仏
壇
の 
鈴 
鳴
り
ひ
び
き

り
ん

広　

畑　

長
澤　

辰
三

年
寄
り
と
言
わ
れ
て
や
る
気
倍
に
な
り

城　

南　

中
谷　
　

力

病
院
へ
行
け
ば
懐
か
し
同
窓
会

旭　

陽　

中
村
美
貴
子

花
占
い
好
き
と
出
る
ま
で
い
つ
ま
で
も

網　

干　

津
田　

良
子

何
事
も
素
直
に
聞
け
ば
腹
立
た
ず

網
干
西　

丸
尾
冨
美
子

穏
や
か
な
川
も
時
に
は
怒
り
く
る

英
賀
保　

木
村　

倫
代

早
逝
の
夫
は 
永  
久 
に
六
十
才

と 

わ

選　

者　

綾
部　

明
美

　
松　

岡　

洋　

巨　
選

層
雲
峡
響
く
爆
音
男
滝城　

陽　

青
山　

一
蔵

絡
み
合
ひ
散
り
て
は
縺
れ
夏
の
蝶

四　

郷　

伊
藤　

淳
子

麦
飯
を
馳
走
と
言
ひ
て
和
む
席

香
呂
南　

江
藤
か
つ
え

で
で
む
し
や
の
ん
び
り
い
そ
ぐ
道
半
ば

糸　

引　

岡
本　

清
子

折
り
紙
に
託
す
佛
心
沙
羅
の
花

前
之
庄　

片
岡
サ
ヨ
子

も
こ
も
こ
を
詰
め
て
実
を
な
す
綿
の
花

城　

東　

神
崎　

幸
世

楚
々
と
雨
緑
の
静
寂
円
教
寺

城　

乾　

木
下　

安
江

潮
風
に
吹
か
れ
て
干
蛸
踊
り
出
す

広　

畑　

黒
坂　

保
矩

半
夏
生
猫
を
隠
し
て
知
ら
ん
顔

白　

浜　

小
西　

敬
子

 
 す
こ
や
か
句
会 
―
趣
味
の
教
室

好
き
嫌
い
言
わ
ず
苦
手
と
向
か
い
合
う

城　

北　

美
原
よ
し
の

哀
し
み
を
か
く
す
仮
面
は
脱
げ
ぬ
ま
ま

曽　

左　

福
本　

貞
子

聞
き
流
す
こ
と
も
覚
え
て
丸
く
な
る

手　

柄　

長
谷
川
妙
子

あ
え
ぎ
坂
す
が
る
す
べ
な
し
こ
の
世
間

水　

上　

田
中　

怜
子

若
き
日
の
夢
が
そ
の
ま
ま
塩
づ
け
に

　
高
岡
西　

梅
田　

泰
三

ぶ
れ
な
い
で
足
を
地
に
つ
け
蟻
が
ゆ
く

八　

幡　

川
崎　

怜
子

 
 川
柳
『
千
姫
』

　
前　

田　

芙
巳
代　
選

カ
ラ
オ
ケ
で
唄
よ
り
身
振
り
囃
す
友

山
本　

三
雄

く
ら
く
ら
と
猛
暑
に
蝉
が
急
き
立
て
る

中
野　
　

博

愛
し
子
を
亡
く
し
て
暫
し
時
が
過
ぎ

西
島　

昭
郎

傘
寿
な
ら
ま
だ
よ
い
米
寿
ゆ
き
づ
ま
り

小
林　

保
子

タ
イ
ミ
ン
グ
逃
が
し
て
席
を
立
た
れ
な
い

北
条
て
る
代

空
蝉
の
軽
さ
哀
れ
む
驟
雨
か
な
　
岸　
　

節
子

差
し
出
し
た
友
の
手
に
ぎ
り
元
気
出
せ

　
（
代
表
）
中
野　
　

忠

 
 荒
川
同
好
会
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第９９号　１２平成２９年１０月１日

1 0月からの行事予定
機関紙「熟年９９号」発行
高齢者スポーツ大会
（ウインク陸上競技場）

　

社会福祉大会
（姫路市市民会館）

ＳＰＣ作戦（市内全域）
女性クラブリーダー研修会

（姫路市市民会館）
　

ひめじ生涯現役フェスティバル２０１７
（姫路市文化センター）

　

高齢者交通安全大会
（姫路市文化センター）

　
　
機関紙「熟年１００号」発行
高齢者芸能発表会
（姫路市文化センター）

１０月
１日
３１日

　
１１月
１３日

２１日
３０日

　
１２月
１０日
　

１月
２６日

　
２月
１日
１６日

「ひめじ生涯現役フェス テ ィバル201７」
観覧希望者を募集します

　姫路市では、シニア世代がいきいきと輝く社会を目指して、
今年も生涯現役フェスティバルを開催します。
・日時　平成29年12月10日日　9：30〜16：00

（※大ホールイベントは13：30から）
・会場　姫路市文化センター
・内容

　
・申込方法　円広志さんのトークショーと生涯現役合唱団コン
サートの観覧には、事前申込みが必要です。11月15日水ま
でに、ハガキ、ファクスまたはメールで、申込者全員の郵便
番号、住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号を生涯現役推
進室まで。1通で2名まで申込みできます。定員1,300人、応
募多数の場合は抽選します。抽選結果は11月下旬に郵送しま
す。

・申し込み・問い合わせ先
　〒670‐8501　姫路市安田四丁目1番地　生涯現役推進室
　TEL：221‐2986　FAX：221‐2972　メール：ikigai@city.himeji.lg.jp

大ホールタレントの円広志さんによるトークショー 　要申込　

大ホール市民シニアの方々が出演する「生涯現役合唱団コンサート」 　要申込　

小ホール趣味のグループの皆さんによる音楽やダンスのステージ

展 示 室協賛企業等による展示や体験講座など（予定）

機関紙「熟年」は、ホームページでも
ご覧いただけます。 老人クラブ事務局執務時間

月・火・木・金　９：００〜１７：００
土　　　　 　９：００〜１５：００
水・日・祝日　　休日　　　 URL http://www.hime-ro-ren.com/

　ここに本誌「第九十九号」をお届け
する運びとなりました。皆さんからの
投稿が発刊継続の大きな支えです。

編編 後後 記記集集
　どうか平素の健康維持に十分ご留意され、諸活動にお励みく
ださるよう祈念しております。 （広報編集部）

『熟年』の原稿を募集します 。
１投稿は、会員に限ります。

…校区名・クラブ名・氏名・電話番号を楷書で
２クラブ活動の様子・提言・随想・詩など

…写真やイラストを除いて４００字以内で
詩は、１６字×２０行以内

３短歌・俳句・川柳など
…はがき１枚に１人３首（句）まで
俳句は、俳句欄末の兼題で（雅号不可）

４編集の都合で添削し、割愛または次号に回すこ
とがあります。

原稿は、すべて返却しません。ご了承ください。

投稿規程

原稿の
送り先

〒６７０‐０９４３ 姫路市市之郷１００６‐８
姫路市すこやかセンター内
　姫路市老人クラブ連合会　事務局「熟年」係

次回締切りは1 2月1日です。
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